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沖縄赤十字病院のてんかん診療の歩み

2008年  饒波正博(当院脳神経外科前部長)が、太組一朗(当時：日本医科大学

   武蔵小杉病院脳神経外科講師)を招き、成人てんかん専門外来開設

2010年 てんかん外科手術 1例目 (VNS)

2011年 長時間ビデオ脳波モニタリング開始

2012年 てんかん外科手術 2例目 (脳梁離断)

2013年 てんかん外科手術 4例目 (選択的扁桃体海馬切除術)

2018年 沖縄県てんかん支援拠点病院に認定(全国9番目)

現在、日本てんかん学会専門医4名体制

 常勤2名 (脳神経外科・廣中、小児科・比屋根真彦)

 非常勤2名(太組、饒波)



沖縄県庁ホームページ



琉球新報 2018年4月28日

1) 正確なてんかんの診断
2) 年間10件以上のてんかん手術
3) 関係機関との連携
4) 患者の就労・生活支援

拠点病院として

を目標に掲げ対応を強化していく



国立精神・神経医療研究センター
ホームページより

沖縄



沖縄県の二次医療圏
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二次医療圏 市町村名
人口

(2025年11月)

南部 
(5市5町6村)

那覇市、浦添市、糸満市、豊見城市、南城
市、西原町、与那原町、南風原町、渡嘉敷
村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東
村、北大東村、久米島町、八重瀬町

737,255人

中部 
(3市3町5村)

宜野湾市、沖縄市、うるま市、恩納村、宜
野座村、金武町、読谷村、嘉手納町、北谷
町、北中城村、中城村

522,214人

北部 
(1市1町7村)

名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁
村、本部町、伊江村、伊平屋村、伊是名村

100,967人

宮古 (1市1村) 宮古島市、多良間村 53,981人

八重山 (1市2町) 石垣市、竹富町、与那国町 52,977人

人口分布



てんかん県民講話

第1回 (2018年8月26日) 石垣市 (八重山医療圏)

第2回 (2019年2月17日) 名護市 (北部医療圏)

第3回 (2019年9月1日) 宮古島市 (宮古医療圏)

第4回 (2020年2月16日) 北中城村 (中部医療圏)





令和7年度 てんかん県民講和
日時：令和7年7月21日（月）
場所：石垣市健康福祉センター ２階視聴覚室
時間：10:00~12:00 個別相談会

（先着順・人数制限あり/お薬手帳 持参）

13:00~15:00 一般講演

講演内容

1.私のてんかん闘病記
沖縄赤十字病院 てんかんコーディネーター 照屋江里

２.てんかんに対する公的支援
てんかんコーディネーター 医師 饒波正博

３.石垣島を離れなくても参加できる難治てんかん臨床研究
聖マリアンナ医科大学病院 脳神経外科教授 太組一朗

（各２０分）

主催：沖縄県てんかん拠点病院（沖縄赤十字病院）
共催：厚生労働科学特別事業

「カンナビノイド医薬品とカンナビノイド製品の薬事監視」（24CA2012）

参加無料







脳神経外科てんかん外来の新規紹介件数
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・ビデオ脳波モニタリング 311件

・てんかん外科手術 150件 (2025年末まで)
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長時間ビデオ脳波モニタリング 手術件数

長時間ビデオ脳波モニタリングおよびてんかん手術件数 



てんかん外科手術の内訳

✓側頭葉てんかんに対する焦点切除:36件

  選択的扁桃体海馬切除：32件

  前側頭葉切除：3件

  海馬多切：1件

✓脳梁離断：45件

  前半部：26件

  後半部：16件

  一期的全離断：3件

✓VNS手術：65件

植込術：36件

交換術：29件

✓頭蓋内電極：4件

焦点切除

(側頭葉)

24%

脳梁離断

30%
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43%
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電極
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✓ 火曜日の夕方〜金曜日に実施(3泊4日)

✓ 一般病床(4人部屋)の2床を利用

✓ 夜間帯は家族に付き添いを要請

✓ 電極設置は検査技師が平日のみ対応 (電極除去は医師が実施)

当院の長時間ビデオ脳波モニタリング



脳波検査中のてんかん発作に対してフローチャートを作成した取り組み

  沖縄赤十字病院 〇與那覇美乃里 新垣尚通 西野あき 富名腰果歩 比嘉千里 鈴木要介

第11回 全国てんかんセンター協議会 徳島大会





当院の課題

年間50件は困難

PET, SPECTは県内の他施設に外注

NCNPに依頼

非定型的な焦点切除は困難

vEEGは週1件 (病棟・技師との協議の結果)

核医学検査はできない

脳磁図(MEG)は沖縄県にない

ナビゲーションはない

1) 医療資源が乏しい

一部の患者は、県外の施設に紹介

県外での治療が困難な患者は、当院で可能な術式を選択せざるを得ない

2) 後進がいない



結語

✓ これまでの、沖縄赤十字病院のてんかん拠点事業は

・県内のてんかん患者に最適な治療を提示する

・県内でてんかん治療を完結する

を目指した饒波正博医師と太組一朗医師の個々の尽力の賜物である

✓ てんかん拠点事業の継続には、個人に依存しない体制作りが必要である
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